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第 32回 秋の子どもまつり 
2018年 10月 21日（日） 

町田第五小学校にて開催 

参加者 延 1400名 

No．92 

2019．3．１発行 

町田市青少年健全育成 

玉川学園地区委員会

会長   松香  光夫 

mmat.tamagawa@gmail.com 

ヨーヨーだヨー！ 

段ボールキャタピラー 

みどりの森保育園ママさんブラス 

おまわりさんと一緒 

スタンプラリーゴール 

「玉川音頭」with Sweet Days 

秋の子どもまつりが大勢のみなさんに楽しんでもらえたこと、ありがとうございました。この地に「玉川学園」

が生まれ、玉川学園というまちが生まれてほぼ９０年になります。今回の（そして毎回の）おまつりの場、「町田第

五小学校」が生まれて５５年ですね。その中で「おまつり」は３２回を迎えました。この歴史を念頭に今年のテーマ

は「ふるさとは玉川学園」ということで進められました。地域の歴史だけでなく、おまつりの積み重ねが生んだお

みこしや、各種の遊びやイベントの種目、地域が生んだ「のらくろ」や掘り出し物の「玉川おんど」が加わりました。 

 実行委員会では町五小 PTA やいわゆる地区委員の皆さんが新入りの私を担いで、力を発揮してくれました。地

域の協力者のみなさんにも感謝申しあげます。今後も玉川学園をふるさとと感じるこどもたちが楽しめる「秋の

子どもまつり」が続きますようにお力添えをお願い致します。  ＜秋の子どもまつり実行委員長 松香光夫＞ 
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今年も秋晴れのとても良いお天気に恵まれ、あっとい

う間の 1日でした。 

私たちの子供達が町五小を卒業して 11年となります。

毎年、子どもまつりを楽しみにしていた我が子たちも 23

歳となりました。私達も縁あって「グリルまま」として、ミ

ニどら焼きとフランクフルトのお店を出店して 5年となり

ます。 

子どもまつりの日は、ひたすら焼いてやいて！焼きま

くって…、正直子どもまつりを楽しむ時間はありません

が、大切なお小遣いを持って買いに来てくれている子供

達が楽しんでくれればという気持ちで毎年頑張ってい

ます。子供達からは「美味しい！」「お母さんのお土産に

する！」などなど…。子供達のかわいい笑顔に毎回元気

をもらっています。微力ながらも子供達の心に楽しい思

い出となるように、これからも続けていけたらと願って

います。 <佐々木早苗> 

 

「子どもたちの笑顔に支えられて」 

当日は朝 7 時前から活動を開始しました。先ず、前夜の雨で消えて 

しまった校庭のライン引きです。その後は出店・遊び等で使う机・椅子を学生ボランティアの協力で設置しました。 

おまつりが始まると、会場の巡回(ゴミ置き場・トイレも含めて)も大切なことです。お店の方々・遊びの担当者とも

やり取りします。皆さんから子どもたちに楽しんでもらおうとの気持ちが伝わって来て嬉しくなります。子どもたちに

も声がけして、色々な催し・スタンプラリー等の紹介も行いました。そして玉川学園の良さ（文化を含めて）を味わう

時でもありました。終了後は皆で協力して片づけを行いました。 

設営の仕事は地味で力仕事も多いのですが、終わった時は少々の疲れが有る中さわやかな気分も味わうことが

できました。子どもたちの笑顔に支えられたからでしょう。 

学生ボランティアの方々、そして皆さんご協力・連携有難うございました。       <地区委員 剱持 勝> 

秋の子どもまつり開催にあたり、 
たくさんのご協力をありがとうございました！ 

東京科学少年応援計画 

グリルまま 

町田第五小学校 
ブラスバンドクラブ 

今回は、お招き下さりありが

とうございました。「殺陣」とい

われてもピンと来なかったので

はと思いましたが、こどもたち 

1 学期から、お昼前

やクラブ活動の際に

練習し、4 年生は基そ、 

 

秋の子どもまつりに参加を

はじめたのは、我が家の子ど

もたちがまだ小学生だった

ときだから、ずいぶん前のこ

とです。それを考えるとずい 

 

出演団体 出店団体 

実行委員 

ぶん時間がたったことに気づきます。しかし、町五小の

校庭の風景と子どもまつりのにぎわいは、ずっと変わっ

ていないように思えます。この地域の皆さんの力が支

えているものだと思います。 

子どもにとっても大人にとっても、変わらない風景が

あるということは大切なことだと思います。遠く離れて

暮らしても、時が経っても、また町五小の子どもまつりに

帰ってきたら、同じ風景が迎えてくれるということはす

ばらしくうれしいことです。私たちもその風景の一部と

して、これからも参加していきたいと思います。 

<生地 陽> 

 

も足を止めて見て下さり、大変嬉しく思いました。  

<KTCおおぞら高等学院 スタッフ> 

今回、このような発表の場を設けて頂いたことに、と

ても嬉しく思います。運動場での発表は初めてで少し不

安でしたが、いつもより声を出せるよう、一生懸命練習し

てきました。見て下さり、ありがとうございました。 

<生徒代表> 

5，6 年生は新しい曲の練習をそれぞれはげみました。最

初からみんなの息が合っていたわけではなく、一人一人

が努力したので本番の秋の子どもまつりの時に成功し

たのだと思います。       <6年 村松 幸> 
 

私が秋の子どもまつりの演奏をひき終わってから思っ

たことは「意外と吹けた」です。なぜなら練習中に吹け

なかったシング・シング・シングのある一部分がとても上

手に吹けたからです。また、私は練習中と比べて秋の子

どもまつり本番の方がみんなが一つになっていて校庭

に曲の音がひびいていると感じました。秋の子どもまつ

りを終えて、次の定期演奏会でもみんなが一つになって

体育館にひびきわたるように吹きたいと思いました。                           

<6年 雨宮彩羽> 

KTC あおぞら高等学院 

設営チーム   

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Emoji_u2600.svg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Emoji_u2600.svg
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
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地区委員会協力事業 

 

 

 

 

研修 

勝見直城さん（男性、昭和 54年に町五小を卒業）  

①チェイリング（プラスチックの輪っかのお手玉）、 

原爆（バレーボール大のボールで 4人の陣取り遊び） 

②カレー（ルーのみで、ご飯ではなくパンでした。）  

③郁恵ちゃん、世良公則&ツイスト、ザベストテン、 

未来少年コナン  

④日光林間学校 

井口瞭さん（男性、平成 21年に南大谷小を卒業） 

①サッカー（南大谷広場にて）、 

スマッシュブラザーズ X（Wii)  

②あげパン、カレー（4年生以上に中辛）  

③エンタの神様、ごくせん、トータルテンボス  

④卒業遠足（浅草花やしき、雷門）、 

南大谷の農場での農業体験  

―アンケート― 

①流行っていた遊びは？ ②好きだった給食のメニューは？  

③好きだった芸能人やテレビ番組、アニメのキャラクターは？  

④思い出に残る学校行事は？ 

Hさん（女性、昭和 50年代前半に南大谷小を卒業） 

①ドッジボール、大縄跳び、校庭にあった回旋塔（回るジャン

グルジムのような遊具。スリル満点！ ） 

②きなこパン、ナポリタン  

③レッツゴーヤング（アイドル番組）、 

キャンディ♥キャンディ、エースをねらえ（アニメ） 

④南大谷小の近所の田んぼで行った田植え（現在は住宅地に

なってしまいましたが、人生初の田植えは印象深いです。）  

 

玉川学園の敷地内、中学年校舎の豊かな環境の一角にある玉川大学教

育博物館。２０１８年度の企画展は、「明治の教育と博物学」でした。 

 明治中期に「理科」という科目になる博物学は、自然界に存在する動物

や植物、鉱物を調査、研究、記録する学問です。江戸時代に発展し、明治に

なると、博物館や博覧会を通し、一般庶民にも浸透していきます。 

 その後、錦絵の時代を経て、新しいメディアとして雑誌が登場しますが、

雑誌には博物学や理科の知識も含まれているため、子どもたちが家庭に

おいて、そういった学問に楽しみながら触れられる文化が整いました。 

 博物学から理科へ。豊富な資料とともに、その変遷を 

年代毎に学べる大変興味深い企画展でした。 

※今後地区委員会が子どもの為に開催される玉川大学 

教育博物館での事業チラシを学校で配布します。 

都度ご参加下さい。 

 

 

 

開始 3 年となる「玉ちゃんサービス」は室内掃除、通院や散歩の付き添い、買い物の同行、日常

生活上のちょっとした困りごとを地域の協力者が低価格でサポートするものです。この活動を最近完成したプロモーショ

ンビデオを使ってたいへんわかりやすく丁寧にお話して下さいました。 

最後に、困った方々をサポートする協力者が 70歳～80歳と高齢であるため、もう少し若い年代の人々が積極的に協力

者として登録されることを要望しておられました。 

昭和、平成… 小学生の頃の思い出を教えてください！ 

 

 

 

 

研修 

？ 

沖垣亨さん（昭和 38年入学。町五小最初の 1年生！）  

①ビー玉（途中で禁止になった）、ヒョウタン鬼 

②全部好き。特に、きな粉コッペパン、揚げパン（休んだ友達の家

にわら半紙に包んで届けました）。肝油ドロップが出た。 

③鉄人２８号、鉄腕アトム、初代ジャニーズ  

1 月 18 日(金)、町田第五小学校 PTA 会議室に玉川学園地区社会福祉協議会(略称：地区社協)の

岩崎克己理事をお招きして、「玉ちゃんサービス」につきご説明を頂きました。 

地区社協は 2010 年 5 月に玉川学園・東玉川学園における支え合いの街づくりをめざして発足し

「玉ちゃんサービス」の他、パソコン相談、歌声喫茶、親子サロン等々の活動を行っているそうです。 

 

地区委員研修 

 

 

 

 

研修 

31 年目となる平成も今年で終わります。昭和から平成、様々な年代の方々に小学生の頃の思い出をお聞きしました。 

昭 和 

平成元年 
1989 年 

昭和 39年 1964年 
東京オリンピック 

？ ２年 2020年 
東京オリンピック 

平成 10年 1998年 
長野オリンピック 

 沖垣さん  

平 成 

井口さん  勝見さん  Hさん 

フラッグアート教室 in 玉川大学 
夏休みオープンキャンパスの日、玉大芸術

学部ボランティア学生の企画に町田第五小、

南大谷小、南大谷中、地域の方々など１１２名

が参加して「ぺたぺたぺったん！フラワーガ

ーデン」のテーマでフラッグアートづくりを楽

しみました。作品は９月に玉川学園前駅、南口

商店街に展示されました。 

<フラッグアート実行委員会> 

 

 

 

沖垣亨さん（昭和 38年入学。町五小最初の 1年生！）  

①ビー玉（途中で禁止になった）、ヒョウタン鬼 

②全部好き。特に、きな粉コッペパン、揚げパン（休んだ友達の家

にわら半紙に包んで届けました）。肝油ドロップが出た。 

③鉄人２８号、鉄腕アトム、初代ジャニーズ  
               

ご協力ありがとうございました！ 

 

http://naokis.doorblog.jp/archives/school_lunch.html
http://naokis.doorblog.jp/archives/school_lunch.html
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/
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11/2 南大谷中学校合唱祭 
9/29＆10/2 南大谷小学校運動会 

(途中で雨が降ったため、2 日に分けて開催されました) 

 

 

11/22・23 町田第五小学校  

まちごエンジョイラーニング 

 

 

11/9・10 南大谷小学校 学習発表会 

＊＊編集後記＊＊  

今年度も子ども達の活動や行事を沢山伝える事が出来ま

した。『絆』を見た子ども達・大人達が「オッ、これこれ！」と感

動し、勇気を持ってくれた事と思います。皆様からのご協力

に感謝とお礼を申しあげます。      <広報部一同> 

この広報誌「絆」やイベントの

チラシは玉川学園地区社会福祉協

議会（QR 左）及び玉川学園町内会

（QR右）のホームページでもご覧

になれます。 

 

学校行事 芸術の秋。下期にも子どもたちのたくさんの一生懸命な姿がありました！ 

玉川学園・南大谷地区協議会事業 

おむすび食堂は「みんなで一緒に食事をとることで、多世代がゆるやかにつな

がり、子どもたちの成長を地域全体で見守りたい」という思いのもと、玉川学園・南

大谷地区協議会事業として昨年 7月から始まった取り組みです。 

 毎月第一土曜日 10 時～14 時に玉川学園なかよし公園で開催し、毎回約 60～80

名の子どもと大人が集まります。子どもは伸び伸びと遊び、大人は一緒に遊んだ

り、子どもを眺めたりと自由で楽しい時間を過ごします。また不定期ではあります

が桜実会デイフロアーでも開催し、町トレの皆さんと一緒に豊かな時間を過ごしま

す。 

共働き家庭が増え、子どもだけで食事をとる家庭もあるようです。またご近所や

地域とつながりの中で子育てをすることが難しくなってきました。みんなで料理を

作って一緒に食事をとると不思議と会話が生まれます。おむすび食堂を通して、多

世代がゆるやかにつながり、ふれあいが生まれるみんなの居場所作りを目指して

おります。                 〈事業部長 秋田 史津香〉 

 

その他地区委員会活動報告 

ヨーヨー釣り 

7／7  みなみおおやまつり（キラキラしゃぼん玉） 

7／27  玉川学園北口商店会夏祭り（ヨーヨー釣り出店） 

10／28 桜実会福祉祭り（焼き鳥出店） 

2／24  ひなた村に集合！ 

―やきいも！さつま汁！森のハンモック＆丘すべり ― 

 

http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=378&cid=4&cid2=16
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/

